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博文.山下 敦 ,上月生也,鈴木秀典 (岡山大･歯･
第1補綴)
ニホンザル顎関節の解剖および機能はヒトに類
似していると報告されている｡そこでこホンザル
の顎関節形態およびその変形を観察することによ
り.ヒトの顎関節変形の原因の一部を解明するこ
とを目的として本研究を行った｡
史料には京都大学正長類研究所所戒の死亡時年
齢の判明しているニホンザルの頭丑骨および下顎
冊175体 (オス80体.メス95体)を用いた｡これ
らのニホンザルは食餌など同一環境下で飼育され
ていたため.顎関節の変形に閑迎すると考えられ
ている環境要因の影埠を除外することが可能であ
り.骨変形の性差.年齢差を明白にすることがで
きる｡観察 ･計測に先立ち顎関節の変形は関節寓
および下顎頭表面の滑沢さが失われ.本来の丸み
を帯びた形態が変化しているものと定義した｡
その結果.ニホンザル顎関節の形態変化の出現
率は年齢とともに有意に増加していた (p<
0.0001)｡また.性差.残存歯の攻耗状態.下顎
頭幅径 ･前後径および関節満幅径 ･前後径とは有
意な関連性はみられなかった｡以上の結果から,
ニホンザル顎関節にもヒトと同様に骨変形が認め
られること.骨変形の出現率は加齢とともに増加
することが判明した｡このことはヒト新鮮死体を
調査した報告と同様に.顎関節の変形は加齢変化
により生じるものが多く.病的な状態は少ない可
能性が示唆された｡
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